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香
取
市
で
は
、
今
年
も
専
用
の
刈
取
機
械
を
使
っ
た
コ

ン
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
ホ
ー
ル
ク
ロ
ッ
プ
サ
イ
レ
ー
ジ
用

稲
（
Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲
）
の
刈
取
作
業
が
市
内
各
地
域
で
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
よ
り
本
格
的
に
栽
培
が
開
始
さ
れ
、
今
年

で
９
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
今
年
度
の
作
付
面
積
は
２
８

３
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
法
人
を
含
め
た
八
つ
の
営
農
組
織
が

栽
培
に
取
組
ん
で
お
り
、
市
内
外
の
酪
農
・
肉
牛
農
家
へ

供
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
に
、
耕
種
農
家
・
畜
産
農
家
・
コ
ン
ト
ラ
ク

タ
ー
・
関
係
機
関
に
よ
る
耕
畜
連
携
農
業
推
進
協
議
会
を

組
織
し
、
品
質
向
上
に
向
け
た
様
々
な
課
題
を
協
議
し
、

耕
種
農
家
、
畜
産
農
家
双
方
が
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
体
制
を

築
く
た
め
、
現
在
も
協
議
を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

当
初
、
コ
メ
の
需
給
調
整
へ
の
取
組
み
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
が
、
今
で
は
、
耕
作
放
棄
地
の
解
消
か
ら
農

地
の
有
効
利
用
と
し
て
農
地
を
集
積
し
、
団
地
化
し
て
栽

培
が
行
わ
れ
る
地
域
の
活
動
や
、
高
齢
化
に
よ
る
稲
刈
り

な
ど
の
重
労
働
か
ら
の
解
放
、
老
朽
化
に
よ
り
使
用
が
む

ず
か
し
く
な
っ
た
農
業
用
機
械
の
更
新
が
で
き
な
い
な
ど

の
問
題
解
消
に
貢
献
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
畜
産
農
家
か
ら
み
ま
し
て
も
、
輸
入
飼
料
の
高

騰
対
策
や
安
全
な
国
産
飼
料
の
確
保
、
た
い
肥
を
活
用
し

た
資
源
循
環
型
農
業
の
実
施
な
ど
を
確
立
さ
せ
た
取
組
み

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
の
米
政
策
は
、
平
成
30
年
度
か
ら
大
き
く
変
わ
り
ま

す
。
政
府
に
よ
る
生
産
数
量
目
標
の
配
分
に
頼
ら
ず
と
も
、

生
産
者
や
集
荷
業
者
・
団
体
が
中
心
と
な
っ
て
円
滑
に
需

要
に
応
じ
た
生
産
が
行
え
る
体
制
に
シ
フ
ト
し
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
耕
畜
連
携
の
取
組
み
も
そ
う
で
す
が
、
農
地
の
団

地
化
な
ど
で
作
業
効
率
を
向
上
さ
せ
、
経
営
の
コ
ス
ト
軽

減
に
つ
な
が
る
集
積
・
集
約
化
は
大
変
重
要
で
す
。
農
業

委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
積
極
的
に
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。　

香 取 市

耕
畜
連
携
へ
の
取
組
み

耕
畜
連
携
へ
の
取
組
み



かとり農業委員会だより 平成２９年９月（２）

　

６
月
６
日
（
火
）
に
千
葉
県
農
業
会
議
の
担
当
職
員
を
講
師
に
招
き
、「
農

業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
連
携
強
化
の
進
め
方
及
び
具
体
的

な
優
良
事
例
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
研
修
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
新
制
度
に

な
っ
て
か
ら
１
年
以
上
が
経
過
し
、
農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
は
、
命
題
で
あ
る
農
地
利
用
の
最
適
化
に
関
し
て
、
い
か
に
有
効
的
に
連

携
し
、
推
進
し
て
い
く
か
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
の
研
修
会
で
は
、
農
業
委
員
会
の
役
割
や
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化

の
推
進
、
農
業
委
員
会
の
活
動
の
「
見
え
る
化
」、
そ
し
て
、
人
・
農
地
プ
ラ

ン
の
作
成
や
農
地
中
間
管
理
事
業
の
活
用
に
つ
き
ま
し
て
も
取
組
事
例
を
含

め
て
、
丁
寧
に
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
は
、
昨
年
４
月
か
ら
学

識
経
験
者
枠
で
、
農
業
委
員

に
任
命
さ
れ
、
今
日
に
至
っ

て
お
り
ま
す
。
１
年
以
上
が

経
過
し
て
、
農
業
委
員
や
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
と

い
か
に
効
果
的
に
連
携
し
て

事
業
推
進
を
行
っ
て
い
く
か
、

ま
た
、
ど
の
よ
う
に
活
動
を

実
施
し
て
い
く
か
を
意
識
し

て
活
動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
全
国
の
大
多

数
の
農
業
委
員
会
で
も
新
体

制
へ
移
行
さ
れ
ま
す
。
委
員

会
の
大
き
な
目
標
で
あ
る
農

地
利
用
の
最
適
化
に
向
け
、

他
市
町
村
の
同
様
の
委
員
と

の
交
流
を
含
め
て
活
動
し
、

事
業
の
推
進
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

更
な
る
農
地
利
用
の
最
適
化
を
め
ざ
し
て

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
合
同
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
海
老
澤 

武 

農
業
委
員
）

（
栗
山 

雅
幸 

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
）

　

去
る
７
月
27
日
に
、
関
東
農
政
局
及
び
千
葉
県
農
林

水
産
部
の
担
当
職
員
と
人
・
農
地
プ
ラ
ン
策
定
支
援
の

取
組
み
に
関
す
る
香
取
市
の
現
況
調
査
と
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
農
政
局
担
当
職
員
２
名
、
県
職
員
６
名
、

農
業
委
員
会
か
ら
は
、
伊
藤
会
長
以
下
、
事
務
局
職
員

２
名
と
市
農
政
課
担
当
職
員
が
出
席
し
、
ヒ
ア
リ
ン
グ

と
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

農
政
局
の
担
当
者
か
ら
は
、
香
取
市
の
人
・
農
地
プ

ラ
ン
の
策
定
支
援
と
集
落
営
農
組
織
の
法
人
化
へ
の
取

組
み
と
そ
の
推
進
体
制
は
、
先
進
的
で
あ
る
と
の
評
価

を
受
け
ま
し
た
。

関
東
農
政
局
担
当
と
の
意
見
交
換
会
を
実
施

　

国
や
県
で
は
、
耕
作
さ
れ
な
い
状
況

が
続
き
、
荒
れ
て
し
ま
っ
た
農
地
を
引

き
受
け
て
、
再
生
利
用
す
る
方
を
対
象

に
、
荒
廃
農
地
の
雑
木
等
の
伐
採
な
ど

の
経
費
の
一
部
を
助
成
し
、
営
農
再
開

に
つ
な
げ
て
い
た
だ
く
支
援
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
香
取
市
農
政
課
（
☎
50

―

１
２
５
８
）
ま
た
は
、
県
庁
農
地
・

農
村
振
興
課
（
☎
０
４
３―

２
２
３―

２
８
６
２
）
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

耕
作
放
棄
地
の
再
生
支
援

　

農
業
委
員
会
で
は
、
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
に
よ
る
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

農
地
と
し
て
農
作
物
が
作
付
け
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま

た
は
、
耕
作
可
能
な
農
地
か
ど
う
か
を
確
認
し
ま
す
。

　

近
年
、
遊
休
農
地
が
増
え
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
遊
休

農
地
は
、
病
害
虫
の
発
生
元
・
有
害
鳥
獣
の
巣
に
な
る
な
ど
、

周
辺
農
地
へ
悪
影
響
を
与
え
ま
す
。
ま
た
、
ゴ
ミ
の
不
法

投
棄
・
冬
季
の
枯
草
火
災
な
ど
生
活
環
境
を
悪
化
さ
せ
る

原
因
に
も
な
り
ま
す
。

　

農
地
は
農
作
物
を
作
付
け
す
る
こ
と
で
維
持
さ
れ
ま
す
。

耕
作
を
や
め
、
荒
廃
し
た
農
地
は
復
元
す
る
こ
と
が
大
変

む
ず
か
し
く
な
り
ま
す
。
ご
自
分
で
耕
作
で
き
な
く
な
っ

た
方
は
、
遊
休
農
地
に
な
る
前
に
、
地
元
の
担
い
手
へ
の

貸
し
付
け
を
検
討
願
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
地
元
の
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す

研修を受ける委員・推進委員



かとり農業委員会だより平成２９年９月（３）

　

農
業
委
員
会
で
は
、
農
業
委
員
会
活
動
の

「
見
え
る
化
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
活
動
を

デ
ー
タ
で
分
か
り
や
す
く
示
す
こ
と
に
よ
り
、

農
家
の
皆
さ
ま
方
や
関
係
団
体
な
ど
に
農
業

委
員
会
活
動
へ
の
理
解
を
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
情
報
の
周
知
や
活
動
の
強
化
を
図
っ
て

い
ま
す
。

　

 

今
回
は
、
全
国
農
業
新
聞
６
月
９
日
号
に

掲
載
さ
れ
ま
し
た
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
策

定
支
援
」
に
関
す
る
記
事
を
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
。

「
活
動
の
見
え
る
化
」
に

　
　
　
　
取
り
組
ん
で
い
ま
す
！

　

農
地
中
間
管
理
機
構
で
は
、
規
模
を
拡
大

し
た
い
担
い
手
に
貸
し
付
け
る
農
業
振
興
地

域
内
の
農
地
を
探
し
て
い
ま
す
。
農
業
か
ら

の
リ
タ
イ
ア
を
考
え
て
い
る
、
相
続
し
た
農

地
の
管
理
に
困
っ
て
い
る
、
水
田
を
や
め
て

畑
に
専
念
し
た
い
な
ど
で
、
貸
し
た
い
農
地

が
あ
る
方
は
、
農
地
の
あ
る
市
町
村
又
は
、

公
益
社
団
法
人
千
葉
県
園
芸
協
会
（
農
地
中

間
管
理
機
構
（
以
下
機
構
））
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
機
構
が
農
地
の
受
け
手
を
探
し
ま
す
。

ま
た
、
賃
料
の
徴
収
、
支
払
い
は
機
構
が
行

い
ま
す
。

　

希
望
す
る
受
け
手
が
い
る
場
合
も
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

詳
細
は
、
香
取
市
農
政
課
（
☎
50
ー
１
２

5
8
）
ま
た
は
、（
公
社
）
千
葉
県
園
芸
協
会

農
地
部
（
☎
0
4
3―

2
2
3―

3
0
1
1
）

ま
で
お
気
軽
に
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

農
地
の
出
し
手
を
募
集
中
で
す

《【全国農業新聞】 2017年６月９日号 掲載記事》



かとり農業委員会だより 平成２９年９月（４）

　

こ
の
香
取
地
域
一
帯
は
、
地

力
が
あ
り
、
気
候
的
に
も
農
業

に
適
し
た
日
本
で
も
有
数
の
農

業
地
域
で
す
。

　

震
災
の
被
災
地
か
ら
香
取
市

で
営
農
再
開
を
し
た
方
、
都
市

部
か
ら
越
し
て
来
て
就
農
さ
れ

た
方
を
含
め
、
香
取
市
に
は
農

業
で
が
ん
ば
る
人
、
若
い
後
継

者
も
多
く
存
在
し
て
お
り
ま

す
。
ま
だ
ま
だ
捨
て
た
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

農
業
者
の
皆
さ
ん
の
元
気
の

源
に
な
れ
る
よ
う
な
農
業
委
員

会
だ
よ
り
を
提
供
で
き
る
よ
う

に
頑
張
っ
て
ま
い
り
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
　
　

副
編
集
長　

林　

藤
江

後

編

記

集

農地の売買・転用等の申請受付期間並びに総会予定表
＜平成２９年１０月～平成３０年３月＞

１１月７日（火）

１２月６日（水）

  １月５日（金）

  ２月６日（火）

  ３月７日（水）

  ４月５日（木）

総会開催日

１０月２３日（月）～２５日（水）

１1月２1日（火）～２４日（金）

12月２0日（水）～２２日（金）

  １月２２日（月）～２５日（木）

  ２月２１日（水）～２３日（金）

  ３月２０日（火）～２３日（金）

受付期間（土・日・祝日は除く）

２９年 10月受付分

２９年 11月受付分

２９年 12月受付分

３０年   １月受付分

３０年   ２月受付分

３０年   ３月受付分

年　月

お知らせ：　第３２号でもお伝えしましたが、平成２９年度より、千葉県農業会議 常設審議委員会の
　　　　　開催日の変更により、受付期間及び総会開催日が変更となっています。

●あなたの老後生活への備えは十分ですか？
●年金は家族一人ひとりについて準備することが大切です。
●老後の備えは国民年金プラス農業者年金が基本です。

農業者年金で　生涯所得の確保を！

の方ならどなたでも
加入できます。

月々の保険料を大きくすることで将来の支給額を増やせます
　農業者年金の保険料は２万円から６万７千円まで（千円単位で） 加入者が自由に選択できます。また、
保険料の額はいつでも見直しできます。
　加入期間が短くても保険料を増やすことで豊かな老後に備えることができます。
※脱退も自由ですが、脱退された場合でも脱退一時金としてではなく、将来、年金として支給されます。

◎詳しくは農業委員会事務局へ （☎0478（50）1226）

国民年金
第１号
被保険者
国民年金保険料
納付免除者を除く。

年間60日以上
農業に従事 60歳未満

農業者年金
へは…


